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議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、「
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
及
び
枚
方
市
職

員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
」

案
を
原
案
の
と
お
り
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
改
正
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
、
再
任
用
職

員
の
退
職
時
期
を
半
年
単
位

と
す
る
「
半
期
退
職
制
度
」

を
見
直
し
、
年
度
末
退
職
に

統
一
す
る
も
の
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
再
任
用
職
員

が
６５
歳
と
な
る
年
度
に
お
い

て
（
非
管
理
職
員
は
誕
生
月

の
翌
月
か
ら
）、給
料
月
額
を

１０
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

令
和
元
年
１２
月
定
例
月
議
会
は
、
１２
月
９
日
か
ら
２３
日
ま
で
の
１５
日
間
の
期
間

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
総
合
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
、
３９
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４

日
間
に
わ
た
り
２９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
２
・
３
面
）。

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、「
総
合
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
」
案
を
原
案
の
と
お

り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

本
条
例
は
、
総
合
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改

正
や
関
連
す
る
条
例
の
廃
止

等
を
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
で
、

開
館
時
間
や
使
用
料
な
ど
、建

設
中
の
総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
（
「
以
下
セ
ン
タ
ー
」
）

の
管
理
運
営
に
必
要
な
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
セ
ナ
ひ
ら
か
た

会
館
を
セ
ン
タ
ー
の
別
館
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
定

め
て
お
り
、
今
後
は
、
指
定

管
理
者
に
よ
り
、
本
館
と
一

体
的
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
（
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
左
欄
参
照
）
。

半
期
退
職
制
度
の
見
直
し

人
件
費
の
増
加
を
懸
念

質
問

半
期
退
職
制
度
の
見

直
し
は
人
件
費
増
に
つ
な
が

る
。
そ
の
対
策
で
あ
る
給
与

減
額
措
置
の
効
果
額
は
年
度

単
位
で
７
０
０
万
円
か
ら
１

０
０
０
万
円
と
い
う
が
、
そ

も
そ
も
再
任
用
職
員
の
人
件

費
総
額
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

な
お
、
再
任
用
職
員
の
ラ

イ
ン
職
配
置
を
進
め
る
と
い

う
が
、
若
手
職
員
の
活
躍
を

阻
害
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

平
成
３０
年
度
は
、
再

任
用
職
員
２
０
６
人
で
約
９

億
１
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

退
職
時
期
の
変
更
の
前
に

人
事
評
価
制
度
の
整
備
を

質
問

本
条
例
改
正
と
あ
わ

せ
て
再
任
用
の
厳
格
化
を
図

る
と
い
う
が
、
過
去
、
選
考

に
よ
り
本
人
の
希
望
と
違
う

結
果
と
な
っ
た
人
数
を
聞
く
。

な
お
、
選
考
時
に
人
事
評

価
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
退

職
時
期
を
変
更
す
る
本
条
例

改
正
の
前
に
人
事
評
価
制
度

の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
っ

た
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

過
去
５
年
で
再
任
用

を
行
わ
な
か
っ
た
者
が
３
人
、

希
望
よ
り
下
位
の
職
制
で
任

用
し
た
者
が
４
人
で
あ
る
。

民
間
企
業
の
現
状
と
異
な
る

退
職
制
度
に
見
直
す
理
由
は

質
問

民
間
企
業
が
半
期
退

職
や
誕
生
月
退
職
等
を
実
施

し
て
い
る
現
状
が
あ
る
中
、

本
市
が
半
期
退
職
制
度
を
見

直
す
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

平
成
２７
年
の
条
例
改

正
で
正
職
員
の
定
年
退
職
時

の
半
期
退
職
制
度
を
見
直
し
、

年
度
を
通
じ
た
業
務
体
制
の

円
滑
化
等
に
寄
与
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
再

任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、
給

与
制
度
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
任
期
を
年
度
末

に
統
一
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
人
件
費
の
削
減

今
後
の
進
め
方
は

質
問

今
回
の
給
与
削
減
措

置
だ
け
で
は
、
再
任
用
職
員

の
半
期
退
職
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
人
件
費
の
増
加
分
を

賄
え
な
い
。
市
長
が
所
信
表

明
で
公
約
し
た
総
人
件
費
の

５
％
削
減
に
向
け
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁

再
任
用
職
員
の
給
与

水
準
や
、
既
に
取
り
組
ん
で

い
る
め
り
張
り
の
あ
る
給
与

制
度
な
ど
、
人
事
・
給
与
制

度
に
つ
い
て
不
断
の
検
証
を

重
ね
な
が
ら
、
公
約
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

利
用
促
進
に
向
け
た

ソ
フ
ト
面
の
強
化
を

＊

質
問

指
定
管
理
料
制
で
は

＊

な
く
利
用
料
金
制
と
す
れ
ば
、

民
間
の
創
意
工
夫
を
促
し
、

効
果
的
な
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
指
定
管
理
料
制
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
が
ソ

フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
を
進

め
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

新
規
施
設
で
稼
働
率

等
の
実
績
が
な
い
た
め
、
今

後
の
実
績
を
踏
ま
え
、
次
期

か
ら
利
用
料
金
制
と
の
併
用

制
へ
移
行
す
る
考
え
で
あ
る
。

＊

指
定
管
理
料
制
、
利
用

料
金
制
…
地
方
公
共
団
体
が

公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
代
行
さ
せ
る
場
合
で

も
、
そ
の
施
設
の
使
用
料
は

当
該
地
方
公
共
団
体
の
収
入

と
な
り
、
通
常
、
指
定
管
理

者
に
は
別
途
指
定
管
理
料（
委

託
料
）
を
支
払
う
（
�
指
定

管
理
料
制
）
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
が

適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
施
設
の
利
用
に
係
る
料
金

（
利
用
料
金
）
を
指
定
管
理

者
の
収
入
と
し
て
収
受
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
（
�
利
用

料
金
制
）。こ
れ
は
指
定
管
理

者
の
収
益
に
つ
な
が
る
た
め
、

経
営
努
力
や
創
意
工
夫
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
る
。

ま
た
、
利
用
料
金
制
を
と

り
な
が
ら
、
利
用
料
金
だ
け

で
は
施
設
の
管
理
運
営
等
の

経
費
が
賄
え
な
い
場
合
は
、

別
途
指
定
管
理
料
を
支
払
う

こ
と
も
あ
る
（
�
併
用
制
）。

小
ホ
ー
ル
使
用
料

高
額
で
は
な
い
か

質
問

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

の
使
用
料
は
、
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
の
使
用
料
に
比
べ
、

か
な
り
高
額
で
は
な
い
か
。

答
弁

本
市
の
使
用
料
・
手

数
料
に
関
す
る
設
定
基
準
に

基
づ
き
、
施
設
機
能
に
応
じ

た
整
備
費
等
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

は
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
と
は

全
く
異
な
り
、
舞
台
や
固
定

客
席
、
高
度
な
舞
台
設
備
を

備
え
る
多
機
能
な
本
格
的
ホ

ー
ル
で
あ
る
た
め
、
使
用
料

は
一
定
の
水
準
と
な
っ
た
。

利
益
を
上
げ
る
興
行
主
に

応
分
の
受
益
者
負
担
を

質
問

市
民
は
セ
ン
タ
ー
の

建
設
費
等
を
既
に
税
金
で
負

担
し
て
お
り
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
を
使
用

し
て
利
益
を
上
げ
る
興
行
主

等
に
応
分
の
受
益
者
負
担
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

入
場
料
を
徴
収
す
る

興
行
主
等
に
つ
い
て
は
使
用

料
を
加
算
し
て
い
る
。
原
価

を
確
保
す
る
使
用
料
水
準
と

す
る
必
要
は
あ
る
が
、
さ
ら

に
負
担
を
求
め
る
と
稼
働
率

に
影
響
す
る
た
め
、
こ
れ
以

上
の
加
算
は
困
難
と
考
え
る
。

議
会
は
、
１
月
１７
日
に
災

害
対
策
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
枚
方
市
議
会

に
お
け
る
災
害
発
生
時
対
応

要
領
」に
基
づ
く
も
の
で
す
。

訓
練
で
は
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

の
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
災
害
用
伝
言
板
等
を
活

用
し
、
議
員
の
安
否
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
議
会
内
に

議
長
、
副
議
長
、
各
会
派
の

代
表
者
で
構
成
す
る
災
害
対

策
連
絡
会
議
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
が
導
入
す

る
災
害
等
通
報
シ
ス
テ
ム
の

活
用
や
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
の
策
定
に
向

け
た
意
見
交
換
等
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
上
）
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会
は
、

そ
の
所
管
す
る
事
務
の
う
ち
、

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
」
調
査
を
行
う
た
め
、

１２
月
１１
日
、
委
員
会
の
発
議

に
よ
り
建
設
環
境
委
員
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
本
市
の
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
委
員
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、「
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
」

を
原
案
の
と
お
り
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１４
億
７
７

２
万
円
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
を
１
４
３
６
億
８
１
５

１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国

庫
・
府
負
担
金
３
億
９
１
３

７
万
円
の
増
額
な
ど
で
、
歳

出
の
主
な
補
正
内
容
は
、
障

害
者
自
立
支
援
費
５
億
２
５

４
４
万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、「
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
案

を
賛
成
多
数
で
、
「
市
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」案
を
満
場
一
致
で
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
市
長
等

の
特
別
職
及
び
一
般
職
の
職

員
や
、市
議
会
議
員
が
国
内
出

張
を
行
う
際
に
支
給
さ
れ
る

日
当
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

議
会
は
、
１２
月
２３
日
、

「
Ｕ
Ｒ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
議
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
西

日
本
支
社
か
ら
職
員
を
招
き
、

本
市
の
課
題
で
あ
る
市
駅
周

辺
再
整
備
の
参
考
と
す
る
た

め
、
Ｕ
Ｒ
が
携
わ
っ
た
市
街

地
再
開
発
事
業
や
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
例
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た

（
写
真
左
）
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

教
職
員
へ
の
支
援
策
は

質
問

今
回
、
小
学
校
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
教
材

購
入
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

効
果
的
な
授
業
を
行
う
に
は
、

教
職
員
が
教
材
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
な
手
だ
て
を
講
じ
る
の
か
。

答
弁

先
進
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
指
定
校
の
実
践
を
公

開
授
業
、
実
践
報
告
等
に
よ

り
全
小
学
校
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
指
導
主
事
等
に
よ

る
出
前
授
業
や
研
修
な
ど
を

実
施
す
る
。

議
会
は
、
１２
月
９
日
の
本

会
議
で
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
な
ど
４
特
別
会
計
・

３
企
業
会
計
の
補
正
予
算
を

原
案
の
と
お
り
、
満
場
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
に
は

日
当
を
支
給
す
べ
き

質
問

東
京
で
開
催
さ
れ
る

会
議
や
研
修
に
出
席
す
る
際

な
ど
は
主
に
日
帰
り
出
張
と

な
り
、
職
場
で
勤
務
す
る
場

合
と
比
べ
て
大
き
な
負
担
が

生
じ
る
た
め
、
一
般
職
の
職

員
に
つ
い
て
は
日
当
を
支
給

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

旅
費
に
つ
い
て
は
実

費
弁
償
の
措
置
で
あ
る
こ
と

や
、
他
の
自
治
体
の
状
況
を

踏
ま
え
、
日
当
に
つ
い
て
は

廃
止
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
監
査
委
員

議
会
は
、
１２
月
１９
日
の
本
か
つ
や
ま

会
議
で
、
監
査
委
員
に
勝
山

た
け
ひ
こ

武
彦
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

満
場
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
１２
月
２１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

■
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

議
会
は
、
１２
月
２３
日
の
本

会
議
で
、
固
定
資
産
評
価
審

お
が
わ
て
つ
お

査
委
員
会
委
員
に
小
川
哲
男

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
満
場

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
１
月
１４
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

議
会
は
、
１２
月
２３
日
の
本

会
議
で
、
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

さ
さ
だ
は
つ
み

笹
田
初
美
氏
を
満
場
一
致
で

適
任
と
決
し
ま
し
た
。

＊１ 西田議員は賛成。八尾議員は反対。＊２ 千葉議員は、本会議を欠席しています。

議
会
日
誌

１２月

１２
月
定
例
月
議
会

９
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
等
を
可
決

１６
日
…
本
会
議（
第
２
日
）

８
議
員
が
一
般
質
問

１７
日
…
本
会
議（
第
３
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

１８
日
…
本
会
議（
第
４
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

１９
日
…
本
会
議（
第
５
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問
、

人
事
案
件
を
可
決

２３
日
…
本
会
議（
第
６
日
）

人
事
案
件
、
意
見
書
等

を
可
決

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

意 見 書 そ の 他 契 約 人事案件 条 例
一部改正 制 定 令和元年度補正予算

議
決
結
果
一
覧

自由民主党議員団（自 民）
田 口 敬 規、前 田 富 枝、
長 友 克 由、加 藤 治

日本共産党議員団（共 産）
広瀬 ひとみ、野 口 光 男、
堤 幸 子、松岡 ちひろ

連合市民の会（連 合）
野 村 生 代、漆 原 周 義、
中 武 貞 勝、奥 野 美 佳、
番 匠 映 仁

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
岩 本 優 祐、妹 尾 正 信、
鍜治谷 知宏、泉 大 介、
岡市 栄次郎、門 川 紘 幸、
小 池 晶 子

公明党議員団（公 明）
山 口 勤、有 山 正 信、
上 野 尚 子、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、丹 生 真 人、
田 中 優 子、一 原 明 美

ひらかた無所属議員の会（ひらかた）
西 田 政 充、八 尾 善 之

未来に責任（未 来）
木 村 亮 太

無所属 清和会（清 和）
千 葉 清 司（＊２）

・
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
中
止
を
求
め
る
意
見
書

・
医
療
機
関
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書

・
歯
科
口
腔
保
健
の
充
実
と
保
険
に
よ
る
良
質
な
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

・
公
立
学
校
へ
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
の
中
止
及
び
教
職
員

定
数
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

・
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）
の
早
期
終
息
に
向
け
た
緊
急
か
つ
具

体
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

・
あ
お
り
運
転
等
の
厳
罰
化
と
さ
ら
な
る
対
策
強
化
を
求
め
る

意
見
書

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
加
速
を
求
め

る
意
見
書

・
令
和
元
年
台
風
１９
号
等
か
ら
の
復
旧
、
復
興
に
向
け
た
支
援

策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
市
道
の
認
定

・
市
道
の
廃
止

・
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
香
里
ケ
丘
図
書
館
・
香
里
ケ
丘
中
央
公
園
み
ど
り
の
広
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
財
産
（
図
書
館
書
架
）
の
取
得

・
専
決
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
）

・
藤
阪
小
学
校
給
食
調
理
場
改
修
及
び
増
築
工
事
請
負
変
更
契

約
締
結

・
第
一
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
他
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結

・
香
里
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
及
び
増
築
工
事
請
負
変
更
契
約

締
結

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意

・
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

・
下
水
道
条
例

・
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に
関
す
る
条
例
等

・
保
育
の
実
施
等
に
関
す
る
条
例

・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
市
営
住
宅
条
例

・
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
及
び
枚
方
市
職
員
給
与
条
例

・
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

・
職
員
給
与
条
例
等

・
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

・
手
数
料
条
例

・
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
通
所
支

援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

・
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

否
決

否
決

否
決

否
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決
可
決
可
決

可
決

可
決
可
決
聴
取

可
決

可
決

可
決

適
任
同
意
同
意

可
決
可
決
可
決

可
決

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

可
決

可
決

可
決
可
決
可
決

可
決

可
決
可
決
可
決
可
決

－ － － － ３ ２ ２ ２ － － ４ ４ ４ － ４ － ４ ４ １ １ １ － － ４ － － １ － １ １ － － － － ４ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 掲載面

前田富枝議員（自由民主党議員団）は、議長とし
ての立場上、採決に参加していません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自 民
共 産
連 合
維 新
公 明
ひらかた
未 来


